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 クマ類の繁殖に関する生理学的および内分泌学的研究 
坪田敏男 （岐阜大学） 

 
 
 

これまでに日本およびアメリカ合衆国において、

エゾヒグマ Ursus arctos yesoensis、ニホンツキノ

ワグマ Ursus thibetanus japonicus およびアメリ

カクロクマUrsus americanusの３種のクマ類につ

いて、繁殖に関する生理学的および内分泌学的研究

を行ってきたので、その概要を紹介する。これら３

種はいずれも北半球に生息するクマ類であり、その

繁殖周期は基本的に同一であるので、３種を区別せ

ず記述することにする。 
１）雄の繁殖生理 
 クマ類は初夏に交尾期を有する季節繁殖動物で

ある。そこで、季節に応じて雄の生殖能力がどのよ

うに変化するのかを調べた。飼育条件下で雄グマよ

り採血と精巣バイオプシーを定期的に行い、血中ホ

ルモン濃度測定ならびに精巣の組織学的および免

疫組織学的観察を行った。その結果、血清テストス

テロン濃度は、冬眠中の２～３月より上昇し始め、

交尾期前にピークを迎え、その後交尾期後半には基

底値にまで下降した。精巣内の生殖細胞もやはり２

～３月に成熟分裂を再開した。すなわち、２～３月

には精細管内に精粗細胞とセルトリ細胞に加えて

一部精母細胞がみられるようになる。その後徐々に

成熟分裂は活発になり、交尾期前には活発な精子形

成が認められる。この時の精子形成を開始させる因

子の１つとしてエストロジェンが示唆された。おそ

らく精子形成を再開するに当たってセルトリ細胞

と生殖細胞との間で物質的なコミュニケーション

が行われているのであろうが、その詳細については

わかっていない。 
２）雌の繁殖生理 
 クマ類の繁殖生理の特徴として着床遅延と冬眠

中の出産があげられる。いずれも彼らが進化の中で

獲得してきた適応機構と思われるが、その生理メカ

ニズムについてわかっていることは少ない。そこで、

着床遅延現象を捉えるために着床遅延期間の生殖

器を野生グマより回収し、子宮内に留まっている未

着床胚を探索した。その結果、９～11 月に胚盤胞

と考えられる胚を検出することができた。また、そ

の時の卵巣には黄体が存在し、プロジェステロン合

成を行っている組織化学的所見が得られた。実際、

血中プロジェステロン濃度を飼育グマで測定して

みると、交尾期後に増加し 10ng/ml 以下のレベルで

推移した。したがって、着床遅延期間にはプロジェ

ステロン分泌は抑制された状態にあると考えられ

る。それが 11～12 月に何らかの刺激因子によって

着床が誘発され、プロジェステロン分泌が活性化さ

れる。その刺激因子の候補としてプロラクチンが考

えられ、その血中レベルはプロジェステロン濃度変

化と同調していた。今後は着床抑制因子と着床の誘

発メカニズムを捉えることが課題である。 
３）クマ類の保護管理または保護に向けた研究 
 ２種の日本産クマ類の現在おかれている状況は、

比較的安定した個体群が確保された地域もあれば

絶滅に瀕している地域もある。将来的にクマ類の生

存を保証するのであれば、前者では保護管理が必要

であるし、後者では保護を前提とした対策が必要で

ある。そこで、個体群の特性の１つである繁殖に焦

点をあて、生殖器の肉眼的および組織学的観察によ

り白体（妊娠性黄体の退縮物）や胎盤痕を検出し、

性成熟年齢や繁殖歴に関する研究を行った。一方、

将来的に生息数の回復を図る必要に迫られること

を予測して、飼育条件下での人工繁殖の研究にも着

手した。 
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動物の神経系疾患に関する比較病理学的研究 

内田和幸（宮崎大学） 
 

 
自然発生疾患の臨床・病理的情報を収集すること

は地味な作業であるが、疾患の病理発生理解や体系

化に重要であり、また獣医学領域で扱う動物疾患は、

比較病理学的観点よりヒト疾患自然発生モデルとし

て有用である。ここでは神経系加齢性変化の病態研

究と、近年、新知見が得られた神経系疾患の一部を

概述する。 
（１）動物の中枢神経系加齢性変化の病態解明 
 収集した動物脳組織により加齢性変化を検討した。

アルツハイマー病の特徴病変、神経原線維変化

(NFT)、老人斑(SP)、脳血管アミロイド症(CAA)のう

ち、イヌでは加齢に従い CAA と SP が高率に形成さ

れ、CAA は脳出血に関与すること、イヌ SP は瀰漫

型斑(DP)を基本とし、原始斑や定型斑等の成熟斑

(MP)も確認されることを示した(Jpn. J. Vet. Sci. 
52:605-, 1990, J. Vet. Med. Sci. 53:1037-, 1991, 
55:637-, 1993, Vet. Pathol. 33:230-, 1996)。さらに

イヌ CAA、SP もヒト同様、アミロイドβ蛋白(Aβ)
により形成されることを示した（J. Vet. Med. Sci. 
54:759-, 1992, .54:1023-, 1992）。またイヌ CAA や

SP には Aβ以外にも Aβ前駆蛋白を始め、ApoE, α
1-antichymotrypsin, Cystatin C, Cathepsin D 等が

含まれ、ApoE は Aβ沈着初期より関連しているこ

とを示した（Acta Neuropathol. 87:161-167, 1994, 
93:277- 284, 1997）。イヌ以外の動物種では、クマ、

ネコ、ラクダ等に種特異的な形態を示す Aβ沈着が

存在することを示した(Vet. Pathol. 32:412-,1995, 
Acta Neuropathol. 90:415-, 1995, 91:437-,1995)。ま
た動物では、NFT は確認されず、本病変の病理発生

に重要な Tau 蛋白の過剰なリン酸化は、重度 Aβ沈

着 例 に お い て も み ら れ な か っ た

（Neuropathology17:174-,1997）。現在、SP の立体

構築解析や（Neuroscience Letters297:195-, 2001, 
Acta Neuropathol.102:321-, 2001）、中脳黒質の加齢

性 病 変 に 関 す る 検 討 が 進 め ら れ て い る

（J.Vet.Med.Sci. 65: 2003, in press）。 
（２）動物自然発生神経疾患の病態解明 
検索機会を得た中枢神経疾患のうち、過去に病態

が明確にされていなかった腫瘍性疾患の病理像を明

ら か に し た が （ J.Vet.Med.Sci.54:809-,1992, 
60:871-,1998, 61:1323-,1999, 64:115-,2002, 65: 
2003 in press, Vet. Pathol. 32:412-,1995, 
38:219-,2001）、特にイヌ中枢性組織球症は、非腫瘍

性組織球増殖疾患である肉芽腫性髄膜脳炎(GME)と
の鑑別が問題になると思われる。また、GME 同様、

原因不明の炎症疾患である壊死性脳炎の CSF に星

状膠細胞に対する自己抗体が存在することを明らか

にし、本疾患の病理発生に自己免疫応答が関与する

可能性を示した（Vet.Pathol.36: 301-, 1999）。産業

動物では、南九州地域に周期的に大発生するウシ異

常産関連の中枢神経病変を検索し（Res.Vet.Sci. 
49:127-,1990）、アカバネウイルス生後感染に起因す

ると考えられる非化膿性脳炎の病態を明らかにした

（J.Vet. Diagn.Invest.12:518-, 2000）




